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第２回　検数労連１６春闘交渉　１４：００～１５：１５


両協会より基礎数字、長時間労働の実態報告を受ける。


組合は『職場懇談会』を両協会に申し入れた。








職場懇談会開催の申し入れ（抜粋）





ここ数年来、政府の経済政策による産業の国際競争力強化の観点から「貿易制度の国際的整合性の確保」と「税関行政の規制緩和・インランドデポの拡大」等の輸出入・港湾諸手続きの効率化、簡素化、迅速化など行政を中心に荷主、船社、輸送事業者、自治体等が連携をはかりながら国際物流の利便性やコスト削減に向けた利用推進活動がおこなわれていることです。


このような政策が港湾エリアへの通過貨物を増大させ、港湾作業をはじめとする検数、検量業務の減少傾向に拍車をかけている実態があります。特にAEO通関事業者による輸出入申告官署の自由化を導入させ「どこからでも」申告が可能になります。これにより、実際に貨物が存在しないところで通関ができ、現物チェックと言う点で安心・安全が担保できない状況になることが懸念されます。


組合は、こうした状況を従業員全体が共有化したうえで、検数事業が社会的に果たしている役割や必要性、重要性等についての積極的な労使意見交換は減少傾向にある検数業務の維持・確保に連動する「最大の課題」と位置付けています。


今後、情勢に取り残されることのないよう検数業務の全体的なスキルアップをめざす人材育成等の取り組みには問題意識を持って対応していくことが一層重要な意味を持つようになってきます。


これまで検数労連は「検数の基盤強化＝仕事と収入の確保」運動と位置付け、雇用の維持、検数職域の安定、労働条件の維持・向上に向けた取り組みを組合からの「提案型運動」として日常活動の中で強化発展させてきました。


引き続き、労使共通認識のもと「守るべき基本と変革すべき運動」への展開により全国すべての支部や事業所単位で職場懇談会を実施し、検数を取り巻く情勢を全体が理解していくことがより良い職場環境につながると確信しています。


つきましては、前段の趣旨をご理解していただき、支部・事業所・職場において「職場懇談会」を「2月中旬～4月中旬」までの3ヶ月間で開催するよう申し入れます。


以上








　２月１８日（木）第２回検数労連１６春闘交渉で組合は両協会に対し、基礎数字の提示と時間外労働の実態について説明を求め、その後、左記の通り両協会に対し『職場懇談会開催』の申し入れを行いました。





【日検協会基礎数字】


　１５冬季一時金時との比較では、対象人員で８名増、平均本給部分では３２７円のマイナスとなっています。この要因としては、定年退職者が減





　













































































第２回　検数労連１６春闘交渉





り、新入職員が入ったために


よるものとの説明がされました。





【全日検基礎数字】


　１５冬季一時金時との比較では、職員Ａで６名減、平均本給部分では２２７８円のマイナスとなっています。職員Ｂでは１名減、平均本給ではプラス１８円となっています。この要因としては、職員Ａでは定年退職者が出ているため、平均本給が下がったとの見方が出来ます。





















































































































































【時間外労働】


（日検協会）


　昨年に比べると長時間労働者は減ってきているが、常駐者・出向者・特勤者の長時間労働が目立っている。


　対策としては、長時間職場の洗い出しを進め、交代要員などを確立させる等を指導している。


また、労使懇談の場で時間外労働対策を協議している地域もある。


（全日検）


　長時間労働者の実態として、コンテナや青果職場に従事し


いる従業員に多い傾向がある。

















　





















































　





※次回交渉


２月２４日（水）１４時～予定


※各地域、懇談会では交渉にならないよう、柔軟な対応を願います。





　コンテナ関係では取扱いが減っているのに時間外はそれほど


減っていない。コンテナ船の夜入港などが要因となっている。


また、各支部では時短委員会を開催し対策を行っている。





【職場懇談会申し入れ】


　組合は基礎数字と長時間労働対策を聞いたうえで、両協会に対し文書にて『職場懇談会』の申し入れを行いました。


　申し入れに際し組合は、職場懇談会を通じて検数事業が果たしている役割やあり方、方向性などを目的としている。したがって、労使共通認識のもと全国の職場で基盤強化の取り組みに協力していただきたい。





【両協会】


　時期的に春闘や年度末と重なることから、各職場の状況にあった期間での対応で願いたい。













































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


